
  

 

 

 

 

働き方の多様化が求められる昨今、会社の継続・発展のため、中期経営計画や就業規則を整えておくこと

で、従業員は安心して働くことができ、活躍の場が広がります。それが、キャリアアップ助成金正社員化コースに

つながる場合があります。助成金の流れと注意点を確認しましょう。 

 

<手続きの流れ>         <注意点！> 

キャリアアップ計画を作成し労働局へ提出 
今後最長５年間について計画書を提出します。 

（あくまでも計画です！変更可です） 

  

  就業規則等の作成または改定 

（正社員転換制度の導入）と 従業員への周知 

就業規則に、正社員化の条件を記載します。 

給与規程に、正社員と非正規社員との明確な違いを

規定します。（正社員とは？給与、昇給、賞与、退

職金等・・・） 

 
 

正社員と異なる就業規則のもとで６か月以上雇用さ

れた人が対象となります。 
正社員への転換を希望する人が会社に申出る 

 

  

 正社員への転換試験を実施 

 

実技、面接など「試験」を実施し「合格」する必要があ

ります。 

 

正社員に転換 

次の場合は対象外です！ 

・はじめから正社員になることを約束して採用する 

・正社員での応募者と有期雇用契約を結ぶ 

・転換前と転換後の差が基本給の金額のみ など 

 
 

６ヶ月分の賃金が支払われてから２か月以内に申請 

（転換前６か月と比較して３％以上固定的賃金が

UP していることが必要です） 

転換６ヶ月後（第１回目 支給申請） 

 

（審査期間 数か月） 

       支給決定４０万円                 

（中小企業で有期雇用から正社員に転換した場合） 

転換 12 ヶ月後（第２回目 支給申請）  

 

（審査期間 数か月） 

 

支給決定４０万円（同上） 
 

  申請にあたっては高いハードルがありますが、労働環境を整えることは会社・従業員どちらにもメリットがあります。 

  人手不足への対応として、長期的な計画を立ててみてはいかがでしょうか。 

多様性のある働き方ができる労働環境を整えましょう
～キャリアアップ助成金のご案内～ 

多様性のある働き方ができる労働環境を整えましょう！ 

～キャリアアップ助成金のご案内～ 
 

必須！ 
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